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宿毛市立宿毛中学校で行われた、教材研究会と授業研
究会での授業づくりの様子を紹介します。第３学年の
「平方根」の単元における単元終了時に目指す生徒の
姿を明らかにした上で、どのような単元を構想し、本
時の授業を創ったのかを提案しました。 

 

内容の“深い理解”と 

数学的活動を推進するための“問い” 

教科の本質には「内容」と「方法」
があります。今回の「内容」とは無理
数の働き、役割、よさ等の生きて働く
意味的理解のことです。A 版の紙サイ
ズの仕組みを支えている背景に１：√
２という関係があり、その関係の働き
やよさを学習することで、無理数が実
生活で活用されていることを実感さ
せることができます。 

その「内容」を、生徒が自分事とし
て学ぶためには、「方法」つまり数学的
活動を適切に組織することが求めら
れます。今回の授業では焦点化した問
題、つまり「問うべき問い」を１：√
２の意味的理解を図るための問いと
して設定することが大切でした。 

教材の内容の深い理解から、数学的
活動を推進するための「問うべき問
い」が明らかになってきます。 

平方根の単元で働かせる見方・考え方を 
どのように捉えたらよいか 

参観の視点・協議の視点 

【本時の目標】 
事象における問題解決の場面にお

いて、数の平方根を用いて表した

り処理したりすることができる。 
＜授業者＞  志村 太陽 教諭 

 

○数直線や面積図を用いて、新
しい数の意味的理解をさせ
ることが大切。 

○１章から面積図を用いるこ
とで、見方・考え方が豊かに
なる。 

○扱う数が有理数から無理数
へと発展的に考察している
ので、計算方法を図と関連付
けながら統合していきたい。 

 

○平方根のよさを実感させ
るためには、問題解決に
向かうための「問い」が大
切。 

○平方根の単元だけでな
く、二次方程式や三平方
の定理の単元へとつなげ
る仕掛けをしておいて、1
年間を通じて実感させて
いく。 

単元の中で生徒が平方根のよさを実感 
できるようにするためにはどうすれば 
よいか？ 

働かせる「主な見方・考え方」を具体化し、生徒が学習
対象のどこに着目して、どのように考えるのかを明ら
かにして学習活動を組織することが大切です。 

どの単元でも、生徒が主体的に問題解決に向かえるよ
うに、観察や操作、実験を通して「  」を見いだす学
習活動を位置付けることが大切です。 

協
議
で 

出
さ
れ
た
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無理数を学ぶこととは「数の範囲の拡張」を
学ぶことです。拡張とは『統合』という概念の
一つなので、数の範囲を広げながら最後にはま
とめあげることが大切になります。本単元では
有理数から無理数に数の範囲を広げながら、四
則演算の可能性に着目することで、実数という
同じ仲間の数であるとまとめあげるということ
です。つまり、『統合』することによって、今ま
でできなかったことができるようになり、それ
がどの範囲までできるのかを考えるのが『発展』
です。数学という学問は、先哲が『統合・発展』
を繰り返しながら、数学という学問を広げ、体
系化してきました。「数の範囲の拡張」を学ぶ機
会だからこそ、その先哲の知恵や文化に触れる
ような機会として学習を組織することが大切で
す。 

教科目標の柱書「数 学 的 な 見
方・考 え 方 を 働 か せ 、数 学 的
活 動 を 通 し て 、数 学 的 に 考 え
る 資 質・能 力 を 育 成 す る 。」に
基づいた単元を創りました。 

 

無理数を学ぶ“価値”とは 

数学的活動の     を意識した活動を、単元を通
し意図的、計画的に設定することが大切です。 
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「教科」とは先人先達が生
み出してきた知恵や文化で
あり、我々はその知恵や文
化を継承している。そしてそ
れを次の世代へ受け渡さな
いといけない。次代を担う子
供たちのために、将来を見
据え今までよりも優れた知
恵にしていくことが求められ
る。 
 

齊藤一弥先生より 

観察や操
作、実験
を通して

… 

参加者の 

観察や操作、実験 

授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 
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本当に
√２倍
といえ
るの？ 

【本時で働かせる数学的な見方・考え方】 
長方形の短辺を１としたときの長辺の長さに着目し、

正方形の面積と一辺の長さを関連付けて考える。 

ルート長方形に着目させ、1：√2のおもしろさを伝えていく授業を
考えていきたい。 
数学の授業をする中で、その教材のおもしろさや背景を意識して授
業をすることで、学ぶ必然性のある授業や問いができると感じた。 

本時の学習では、観察や操作、
実験を通して生徒が主体的に
「問い」を見いだし、問題解決に
向かう授業を目指すために、A
版コピー用紙のルート四角形を
題材としました。 

単元終了時にめざす生徒の姿に向かうために… 

 
対角線 EC を１辺とする正方
形を作ってみると… 
平方根は正方形を使って考
えたので… 


